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研究成果の概要（和文）：本研究では、最小条件集団パラダイムを用いて人為的に形成した集団アイデンティテ
ィが競争意欲に与える影響を検討した。第1実験では、競争相手の性別は不明の状態で、競争相手が同じ集団に
属する内集団か異なる集団に属する外集団かどちらかの条件で実験を行った。第2実験では、競争相手は異性と
いうことを知らせた上、競争相手が内集団か外集団かどちらかの条件で実験を行った。どちらの実験でも、競争
相手が内集団のときよりも外集団のときのほうが競争への参加意欲が高いことが分かった。

研究成果の概要（英文）：The study examined the effect of artificially formed group identity on the 
willingness to compete using the minimal group paradigm. In the Experiment 1, the gender of the 
competitor was unknown and the experiment was conducted under the condition that the competitor was 
either an in-group member of the same group or an out-group member of a different group. In the 
Experiment 2, the competitors were informed that their competitors were of the opposite gender, and 
the experiment was conducted under the condition that the competitors were either from the in-group 
or the out-group. In both experiments, the participants were found to be more willing to entry in 
the competition when the competitor was an out-group than when the competitor was an in-group.

研究分野：行動経済学

キーワード： ラボ実験　競争

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
競争意欲を計測するこれまでの研究では性別アイデンティティについては着目されていたが、集団アイデンティ
ティに着目することで新たな視点を付け加えた点に学術的な意義がある。また、複数の所属意識が経済行動へ与
える影響を計測する近年の学術的発展にも貢献している。さらに、集団アイデンティティを活用することで、競
争への参加を促進する可能性が示唆されたことに社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
OECD の 2017 年の報告書によると、管理職に占める女性の割合は OECD 平均が 31.2%であ
るのに対して、日本は 12.4%と下位に位置する。女性の管理職割合が低い理由として、差別や男
女の能力や仕事の好みに対する違いが伝統的に考えられている。加えて、近年の行動経済学の研
究では、男性と比べて女性は競争を好まないため昇進競争に参加しないという競争意欲の男女
差に着目されている（Niederle and Vesterlund 2007）。たとえば、申請者は、信頼のような向
社会的行動や愛着と関連が指摘されるオキシトシンとの競争への参加意欲の関係を明らかにし
てきた（Kurokawa et al. 2020）。 
このような生物学的要因以外にも、競争を行う環境の要因も指摘されている。競争意欲を計測
する実験では、通常、男女混合の環境で実験が行われるが、同性のみの競争環境と男女混合の競
争環境では、競争参加への意欲が異なる場合があることも指摘されている。性別は重要なアイデ
ンティティの一つであるが、性別以外にも所属集団のアイデンティティが競争意欲へ影響を与
える可能性がある。特に、集団アイデンティティは所属集団が異なる外集団よりも所属集団が同
じ内集団相手に対してより寛大な行動を取るといった内集団びいきが社会的選好の研究分野に
おいて明らかにされている。このように、性別アイデンティティだけでなく、集団アイデンティ
ティも経済行動に影響を与えうる。 
実社会の昇進競争において、競争相手の性別だけでなく、所属集団のようなアイデンティティ
も意識することは大いに考えられる。特に、集団アイデンティティを活用することで、女性の競
争参加を促進することができれば、女性の競争参加を後押しする策として利用する一考に値す
る。 
 
２．研究の目的 
本研究では、集団アイデンティティが競争意欲へ与える影響を分析する。これまでの研究では
競争相手の性別アイデンティティが競争意欲へ与えるは検証されてきた。例えば、Datta Gupta 
et al. (2013)は、男性は男性だけの競争よりも男女混合の競争を好むが、男女混合での競争環境
であろうと女性同士の競争環境であろうと、女性は競争を好まないことを示した。現実社会にお
ける競争相手は異性だけというわけではなく、異なる集団に属する相手と競争するということ
もある。 
そこで、本研究では、社会心理学で確立され、行動経済学でも多用されている最小条件集団パ
ラダイム（Tajfel et al. 1971）を用いて、集団アイデンティティを人為的に形成し、競争相手の
所属集団が同じ集団である内集団条件、所属相手が異なる集団である外集団条件、競争相手の所
属集団が不明である統制条件の 3つの条件間での競争意欲の違いを検証する。 
 
３．研究の方法 
 集団アイデンティティが競争意欲へ与える影響を分析するため、2つの実験を行った。第 1実
験では、競争相手の性別は伝えず、上記で説明した 3条件の下、競争意欲を計測する実験を行っ
た。第 2実験では、競争相手は異性であることを伝え、上記で説明した 3条件の下、競争意欲を
計測する実験を行った。第 1実験と第 2実験の違いは、競争相手の性別が不明であるか、異性で
あるかの違いである。第 1 実験では純粋な集団アイデンティティの影響を検証することが目的
である。第 2実験では、現実において問題となる男女混合環境での下での集団アイデンティティ
の与える影響を検証することが目的である。以下、具体的な実験方法を説明する。 
 実験は、競争意欲を計測する際に標準的に用いられる Niederle and Vesterlund (2007)の実
験デザインを踏襲する。本研究では、2人一組のペアとなって実験を行う。実験参加者に単純作
業を課し、その作業の成果に応じて金銭的報酬を支払う。その際、自分の成果のみに基づく歩合
制で報酬を支払ってもらうか、他人との相対的な成績で決まるトーナメント制で報酬を支払っ
てもらうかを実験参加者自身が選択する。このときトーナメント制を選択した場合、競争への参
加意欲があることになる。 
 
【実験１】 
まず、最小条件集団パラダイムを用いて、集団アイデンティティを形成する。ここでは、2枚
一組となっている絵を見せて、どちらの絵が好みかを判断させ、その絵の好みに基づいてグルー
プを 2分割し、集団アイデンティティを形成した。実験参加者には自分が属する好みの画家のグ
ループと、ペアの相手の好みの画家のグループを知らせる。この通知によって、実験参加者は競
争相手が内集団か外集団であるかを意識することになる。 
次に、Niederle and Vesterlund (2007)の実験デザインに基づいて、以下の手順で実験タスク
を行う。 
 
1. 歩合制タスク：報酬は作業量 1単位あたり固定の金額が支払われる。 
2. トーナメント制タスク：作業量が多かった人の方のみに報酬が支払われる。作業量 1 単
位の報酬金額は、歩合制タスクの 3倍とする。 



3. 報酬体系選択タスク：上記の歩合制とトーナメント制のどちらの報酬体系で支払ってほ
しいかを選択して、単純作業を行う 

 
作業課題としてスライダータスク（Gill and Prowse 2012）を使用した。 
 
【実験 2】 
実験 2では、集団アイデンティティの形成には絵の好みの表明ではなく、赤組か白組かをラン
ダムに割り当てるように変更した。画家の絵の好みで分けた場合、性別によって画家の絵の好み
も異なる可能性もあるため、集団アイデンティティと性別が相関してしまう可能性を排除する
ためである。また、集団アイデンティティを強化するため、同じ色の組の人たちと、チャットを
することで、集団アイデンティティの形成を強化した。 
Niederle and Vesterlund (2007)の実験デザインに入る前に、競争相手の異性が内集団であ
るか外集団であるかを通知した。その後、以下の手順で実験タスクを行った。 
 
1. 歩合制タスク：報酬は作業量 1単位あたり固定の金額が支払われる。 
2. トーナメント制タスク：作業量が多かった人の方のみに報酬が支払われる。作業量 1 単
位の報酬金額は、歩合制タスクの 2倍とする。 

3. 報酬体系選択タスク：上記の歩合制とトーナメント制のどちらの報酬体系で支払ってほ
しいかを選択して、単純作業を行う 

 
作業課題として数え上げタスク（Charness et al. 2022）を使用した。 
 
４．研究成果 
【実験１】 
大阪大学社会経済研究所経済実験室において、384 名（男性 259 名、女性 125 名）の参加者に
対して実験を行った。報酬体系選択タスクにおけるトーナメント制選択割合を図 1に示した。競
争相手の性別も集団アイデンティティも不明の統制群の 52.0%がトーナメントを選択した。競争
相手の性別が不明だが、同じ集団に属する相手が競争相手であることを知っている内集団群で
は 48.6%、異なる集団に属する相手が競争相手であることを知っている外集団群では 58.2%がト
ーナメント制を選択した。特に、内集団群と外集団群でのトーナメント制の選択割合は統計的に
有意に異なった。つまり、内集団と競争するときよりも外集団と競争するときのほうが競争意欲
が高いことが分かった。図 2 には、この結果を男女別に示した。統計的に有意な差があったの
は、男性における内集団と外集団でのトーナメント制の選択割合のみであった。ただし、女性に
おいても内集団よりも外集団と競争するときのほうがトーナメント制の選択割合が高いという
傾向に違いはない。 
 

図 1 実験 1における全サンプルでのトーナメント選択割合 



図 2 実験 1における男女別トーナメント選択割合 
 
【実験２】 
大阪大学社会経済研究所経済実験室において、224 名（男性 112 名、女性 112 名）の参加者に
対して実験を行った。報酬体系選択タスクにおけるトーナメント制選択割合を図 3に示した。競
争相手が異性ということは知っているが集団アイデンティティが不明の統制群の 33.3%がトー
ナメントを選択した。競争相手の異性であることを知っており、同じ集団に属する相手が競争相
手であることを知っている内集団群では 27.5%、異なる集団に属する相手が競争相手であること
を知っている外集団群では 46.2%がトーナメント制を選択した。実験１と同様に、内集団群と外
集団群でのトーナメント制の選択割合は統計的に有意に異なった。図 4には、男女別の結果を示
した。男性について、統制群と内集団群、内集団群と外集団群には統計的有意な差があった。興
味深いことは、内集団群の競争参加意欲が低下していることによって、この結果が生じているこ
とである。競争相手の性別が不明な実験 1ではこのような傾向が見られなかったが、同じ集団に
属する女性との競争を避けようとする行動が観察された。女性について、統制群と外集団群には
統計的有意な差があった。競争相手の性別が不明な実験 1と比べて、競争相手が男性であること
を知っている実験 2では、統制群において、かなりの女性が競争を避けていることもわかる。 
 

図 3 実験 2における全サンプルでのトーナメント選択割合 
 



図 4 実験 2における男女別トーナメント選択割合 
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